
平成２９年５月教育委員会会議（定例会）会議録
１　日　時　　平成２９年５月２４日（水）午後5時20分～午後5時55分
２　場　所　　市役所６階　６０２会議室
３　出席者         内藤隆行教育長

［委　員］大岩幹夫教育長職務代理者、吉本理委員、中川奈緒美委員、
寺本彰委員、清水国明委員
　　　　 ［事務局］美甘寿規教育総務部長、田中和貴学校教育部長、師岡林教育総務部次長、岩間健一学校教育部次長兼学校教育課長、木村立彦文化財保護担当参事兼文化財保護課長、池田隆人保健給食担当参事兼保健給食課長、千葉裕之教育総務課長、深谷康博教育総務課主幹兼教育企画室長、森田幸夫教育施設課長、安田幸雄社会教育課長、海老沢康子スポーツ振興課長、倉富恵理子生涯学習推進センター所長、中村まさみ所沢図書館長、出居正之学校教育課教育指導担当主幹兼健やか輝き支援室長、本澤智巳教育センター副所長
　　　　　［書記］　青木穂高教育総務課主査、名雪晋祐教育総務課主任
４　前回会議録の承認
５　会議の傍聴者　　なし
６　開　会　　　　　本日の議案は、議案第６号から議案第７号までの２件。　　　　　　　　

７　議　題
●議案第６号　所沢市社会教育委員の解嘱及び委嘱について
資料に則り、安田社会教育課長から以下のとおり説明がなされた。
　社会教育委員は、社会教育法第１７条により「社会教育に関し、教育長を経て教育委員会に助言するため、社会教育に関する諸計画を立案すること、教育委員会の諮問に応じ、意見を述べること」のほか、資料記載の職務を行うこととされている。また、所沢市社会教育委員条例第２条により、委員は、学校教育及び社会教育の関係者、家庭教育の向上に資する活動を行う者並びに学識経験のある者の中から所沢市教育委員会が委嘱することとされている。委員の任期は、同４条により２年とし、補欠委員の任期は前任者の残任期間である。

　　今回、ご提案申し上げる所沢市社会教育委員に関しては、本年４月１日の人事異動により、所沢市立小中学校校長会からの推薦により委嘱していた学校教育関係者の委員が転任となったため、新たに校長会から推薦をいただいた方への委嘱をお願いするものである。委嘱年月日は、平成２９年６月１日、任期は前任者の任期である平成３０年８月３１日までとなる。
　質疑は特になし。
※内藤教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。
●議案第７号　所沢市スポーツ推進委員の委嘱について
資料に則り、海老沢スポーツ振興課長から以下のとおり説明がなされた。

三ヶ島地区について、スポーツ推進委員１名が欠員となっていたが、ここで適任者の推薦があったため、「所沢市スポーツ推進委員に関する規則」第３条に基づき、委嘱してよろしいか本会議にお諮りするものである。なお、任期については、平成２９年６月１日から平成３１年３月３１日までとなる。スポーツ推進委員は、スポーツに関する深い関心と理解を持ち、熱意と能力を有する方たちを各地区からご推薦いただいたものである。今回、委員として委嘱をお願いする方は、地域のスポーツ団体に所属して、活発にスポーツ活動を行い、スポーツの指導、推進に熱意のある方である。

スポーツ推進委員の職務は、体力づくりなど各種スポーツ大会の開催・運営及びスポーツの実技指導、或いは地区でのスポーツ大会の開催・運営、学校や公民館等が行うスポーツ行事への協力などを行っていただいている。

以下質疑。
（中川委員）

　　今回の委嘱により、欠員のある地区はなくなったということでしょうか。
（海老沢スポーツ振興課長）

　　吾妻地区、松井地区、並木地区の３つが欠員となっています。
（寺本委員）

　　委員会の定例会や年次総会のようなものは、開催されていますか。

（海老沢スポーツ振興課長）
　　委員会全体としては、毎年総会を開催しております。また、理事による定例会を毎月開催しております。その他大会等開催する際、スポーツ推進委員の方全員が運営に携わって頂いております。
（寺本委員）

　　そのように、スポーツ推進委員の方が集まる場において、例えば、ゴールボールの普及に関することや、先日のシティマラソンのようなトラブルがあった際に、スポーツ推進委員から意見やアイディアをいただく機会があると、委員の方々に、より力を発揮していただくことが出来るのではないかと思います。
※内藤教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。
８　協議事項　なし
９　報告事項

○所沢市教育委員会後援等名義使用許可について（教育総務課）

○所沢市教育委員会の５月から８月までの主な行事予定について(教育総務課)
○ダイア４市相互の利用案内「みんなの図書館」の発行について(所沢図書館)

　 ○「秋田家住宅」特別公開について（文化財保護課）

１０　その他
・池田保健給食担当参事から、以下のとおり説明がなされた。

５月１１日(木)に、明峰小学校において、吐き気・嘔吐などの訴えによる欠席・早退が多くなり、対象の学級に偏りはあったものの、全校的な感染拡大を防ぐことを目的に、１２日(金)の一日、学校閉鎖の措置を取り、狭山保健所に報告を行った。検便検査から、感染性胃腸炎が原因で、嘔吐物等からの感染と推察されるが感染経路は確定していない状況である。
保健所の指導の下、教職員で校舎内・体育館等を消毒するとともに、欠席・早退した児童の健康状況について電話連絡を行い、全員快方へ向かっていることを確認した。１５日(月)には、体調の悪かった児童は一部を除き快復して登校しており、給食についても保健所と協議のうえ、通常通り提供している。また、学校では、保護者に向けて、状況のお知らせと児童の健康管理についてのお願いを行った。教育委員会からは、市内全小中学校等に、衛生管理についての通知を行った。
　以下質疑
（大岩教育長職務代理者）
　　欠席・早退の状況について、詳細の説明をお願いします。
（池田保健給食担当参事）

　　３３名が元々欠席しており、１８名が当日早退しています。

（大岩教育長職務代理者）

　　学年やクラスに偏りはありますか。
（池田保健給食担当参事）

　　学校全体では、４つのクラスにおいては、全く症状を訴える児童がいませんでした。一つのクラスや一つの学年に集中していたわけではなかったので、学校全体として大事をとって、一日学校を閉鎖したという流れです。

（大岩教育長職務代理者）

　　今後も、同様の事案が発生した場合は、教育委員会委員への報告も含め、状況に合わせて、適切な判断を行っていただければと思います。

（吉本委員）

　　消毒を教職員が行ったとの説明でしたが、専門的な機関が行うのではなく、教職員が行うものなのですか。
（池田保健給食担当参事）

　　マニュアルにおいて、教職員が対応することとなっています。

（寺本委員）
　　消毒する方法や自らが感染することがないようにするためのマニュアルは、対応した教職員に周知されていたのでしょうか。
（池田保健給食担当参事）
　　周知されていますが、改めて周知を図り行いました。消毒について具体的には、当日、児童の帰宅後に１回と翌日の学校閉鎖時に１回、保健所の指導に基づき、計２回次亜塩素酸ナトリウムを用いて消毒を行いました。
（内藤教育長）
　　この件に関しては、逐一保健所と協議し、指導を仰いで対応しています。また、当該校の全家庭に対し、経過報告と健康管理について周知しました。
　　給食との関連はないとの判断も出ており、状況も終息に向かっていることから、マスコミへの情報提供は行わず、インフルエンザによる学級閉鎖発生時と同様の対応を行うこととしました。
　　教育委員会委員の皆様への情報提供に関しては、今後、事件性が高かったり、生死に関わるような状況が発生する場合などには、速やかに報告させていただきます。
（清水委員）

　　感染予防のため、トイレで水洗する際には必ず蓋を閉めて流すように、という情報を見たことがあるので、そのようなことも徹底すると良いと思いました。

　　
・寺本委員から、以下のとおり提案がなされた。
　　文部科学省が４月下旬に、教員の労働時間と過労死の可能性の問題について取り上げました。教育委員会委員が発言するという形で、所沢市も今実態がどうなっているのかを、校長・教頭・教務主任の先生方の負担にならない形で実態を把握して、厳しそうにしている先生の手助けを今のシステムや予算の範囲で出来ないだろうかということを考え始める時期だと思います。

　　まずは、実態を把握するため、各学校で遅くまで残って仕事をしている先生数人に調査票を配布し、資料として活用していけたらと思いますが、全教職員からということだと、学校及び先生方に負担を強いることになってしまいますので、負担にならない範囲で調査していただければと思っています。
（大岩教育長職務代理者）

せっかくやるのであれば、数人の先生から回答をもらうだけでは全体の把握にならないと思います。しかし、全員の先生に答えてもらうとなると、負担が大きくなってしまうと思うので、事務局で検討していただき、次回に調査方法の方向性を示していただくのはいかがでしょうか。

（内藤教育長）

事務局においては、教職員の負担軽減について、どのような取組を行っているのか現状をご説明いただけますか。
（岩間学校教育部次長）

教育委員会では、昨年度の３月に負担軽減委員会を立ち上げて、一度会議を開いており、今年度も継続して行っていきます。学校の管理職や事務職員も入った中で、学校の実態について明確にして、負担軽減の方法についても検討していきます。また、教職員の勤務時間についても、把握を行っていく方向で検討を進めています。
（内藤教育長）

教職員における時間外勤務手当に相当する給与体系について、ご説明ください。

（岩間学校教育部次長）

教員は、時間外勤務を行った場合の手当はつきませんが、その代わりとして教職調整額が支給されています。
（内藤教育長）

　　このご提案に関しては、事務局で検討した結果を次回に報告し、再度意見を求めるということにしたいと思います。
・中川委員から、以下のとおり質疑がなされた。
学校を訪問した際に、学校設備に修繕が必要な場所が見受けられます。そのような修繕にどれくらいの費用がかかっているのかを知りたいと思います。予算のどの部分から、どれくらいの費用がかかっているのか、過去５年分くらいのデータが分かればと思います。子どもの安全に関わる部分なので、最優先にしてあげたいと考えます。
（森田教育施設課長）
　　概要をお伝えしますと、小学校の修繕費が約１億５百万円、中学校が約６千百万円となっています。ここ２、３年は、同様の額で推移しています。
（美甘教育総務部長）

　　大きな工事に関しては、計画的に営繕課と協議しながら、修繕計画に基づいて取り組んでいます。次回までに、全体像がつかめる詳細な資料を準備したいと思います。
（吉本委員）
　　中川委員のお話のとおり、学校の建物が傷んでいたり、樹木が剪定されていなかったりする印象を受けます。今充てられている予算では改善されない状況なのだと思うので、改善されるには、どれくらいの予算が必要なのかということを一度出して、全体像を認識する必要があるのではないかと思います。そうしないと、いつまでも改善されない状態が続くと思うので、子どもに良い環境を与えるという意味で、予算についてのデータを示していただきたいと思います。
・教育委員会会議６月定例会：６月２８日（水）午後２時　　　　　　　　　　

教育センター　第１研修室　 
・教育委員会会議７月定例会：７月２４日（月）午後０時３０分　　　　　　　　　　

所沢市役所７階　研修室　
１１　閉　会　午後５時５５分

